




































































































































ル（VAS : Visual Analogue Scale）を用いた表情評価を行うよう教示した
（Figure 1）。参加者が手続きの遂行に不安がなくなるまで練習試行を行っ
た。



















































かったが、表情（F（3.2, 220.9）=257.1, p<.001）及び部位（F（2, 140）=7.8, 
p<.001）において単純主効果が認められた。表情の多重比較を行ったとこ
ろ、SmileとSmile+toothのペア及びAngerとAnger+toothのペア以外全て
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